
ＩＢを通して身についた力

　ＩＢの学びを通じて、主に２つの力が身につきました。
１つ目は、「責任をもってやり抜く粘り強さ」です。特にＤ
Ｐでは、机上の学びだけではなく、ＣＳＡを通して創造性
や奉仕の心、健康的な生活を意識した活動にも取り組む
必要がありました。学業と課外活動の両立は、まさにトラ
イアスロンのように体力と集中力が試される挑戦であ
り、その経験を通じて、最後までやり遂げる粘り強さが
身につきました。
　２つ目に身についたものは、「他国の文化や他者の価
値観を受け入れられる心」です。授業で多様な背景を持
つ仲間と対話する中で、異なる価値観を尊重する姿勢が
養われました。この経験は、大学の交換留学でスウェー
デンに行った際にも活かされ、異文化に柔軟に適応でき
ただけでなく、日本とはどのような国なのかを改めて見つ
めなおす機会にもなりました。その結果、日本人としての
アイデンティティ形成にも繋がったと感じています。

ＩＢを通してどんな力やスキルが
身につきましたか？

　現在の職場であるインターナショナルスクールで
Japaneseを指導する際に、ＩＢで培った「自身の考えを
言語化し、要点をまとめて伝える力」が大いに役立ってい
ます。これは、ＭＹＰやＤＰのカリキュラムで学んでいた
際に、実験レポートやエッセイなど、論理的な説明が求
められる課題に繰り返し取り組む中で自然と身についた
力だと感じています。特にＩＢ Japaneseの教員には、文

学や言語を文化的背景と結びつけて考えさせ、その理解
を通じて学びを広げる指導が求められます。単に生徒を
「説得」するのではなく、生徒自身が「納得」できるよう
に導くことを意識し、文学を学ぶ意義や、当時の時代背
景と作品テーマの関連性を伝える際に、ＩＢでの学びが
生かされていることを強く実感しています。

ＴＯＫ（知の理論）で学んだこと

　ＴＯＫの学びを通じて、私は「物事を疑い、根拠を問う
姿勢」を身につけると同時に、「知識は分野や文脈によっ
て成り立ちや価値が異なる」という視点を得ました。特
に印象的だったのは、「時間の経過とともに知識は正確
になるか」というＴＯＫ小論文の課題です。天気予報のよ
うに、科学技術の進展によって正確さが増す分野がある
一方で、一部の部族ではいまだに祈祷や踊りなどの民間
療法を行っています。それらは現代科学の基準では「正
確ではない」と見なされがちです。
　しかし、その地域や文化にとっては精神的支えや社会
的結束を生む大切な知識として存在しており、文化や伝
統の中では「正確さ」よりも「意味」や「共同体とのつな
がり」が重視される知識もあることを学びました。こうし
た学びを通じて、私は知識を多面的に捉え、日常生活で
も情報の背景や文脈を意識するようになりました。ま
た、自分とは異なる価値観にも敬意を払い、その根底に
ある考えや背景を想像する姿勢を大切にしています。

ＣＡＳ（創造性・活動・奉仕）で
印象に残っていること
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　ＣＡＳで取り組んだ活動の中で、特に印象に残ってい
るのは、図書委員会の委員長として学内バザーで古本市
を開催したプロジェクトです。古本の収集・整理、価格設
定、シフト表の作成、会場レイアウトの工夫に至るまで
幅広い業務を担当しました。実施にあたっては、限られ
たスペースや時間の中で企画を実現させるために、学校
の先生方との交渉や調整も必要でした。こうした経験を
通じて、相手の立場を理解しながら意見を伝える対話力
や、協力関係を築くためのコミュニケーション力が養わ
れたと感じています。この経験は、現在の職場でも多様
な立場の人 と々協働しながら業務を進める際に、大きな
支えとなっています。

大学受験や進路選択で意識したこと

　大学受験や進路選択の過程で最も意識していたこと
は、ＩＢ教員になるという夢を実現できる大学を選ぶこと
でした。しかし、その重要性を真に自覚したのは、最初の
大学受験で失敗してからです。最初に受験した大学は、
出願要件が合っているからと安易に志望校として選択し
てしまい、結果的に不合格となってしまいました。
　その後、改めて自分が大学で学びたいことや将来の夢
を見つめなおすことを決意し、ＩＢ教員を目指すために何
を学ぶ必要があり、どの大学が最も自分に合っているの
かを再考しました。その結果、文系学部として日本で初
めてＩＢ教員養成コースを設けた、都留文科大学への進
学を決めました。在学中は、国内外のＩＢ校において実
習を経験し、ＩＢ生への指導法やメンタルケアに関する
知識を深めることができました。
　進学先と自分の将来の夢を照らし合わせ、粘り強く妥
協のない選択をしたことで、大学での学びが非常に充実
したものになり、ＩＢ教員になりたいという長年の夢を実
現できたと思っています。

今後のキャリアについて

　現在Japaneseの教員として、文学を通じて生徒が自
己と向き合い、他者の視点を理解する力を育む指導をす
ることにやりがいを感じています。今後は、教科指導にと
どまらず、進路指導にも積極的に関わり、生徒一人ひとり
が自身の価値観や将来像と向き合い、納得感のある選
択ができるよう支援していきたいと考えています。

　進路選択は、単なる進学先の決定ではなく、自分の価
値観や将来のあり方と向き合う重要な機会です。ＩＢで
培われる「自ら問いを立てて、考え、表現する力」は、その
プロセスを力強く支える土台になると実感しています。
だからこそ、私は生徒が「どの大学に行くか」ではなく、
「どのように生きたいか」という視点で進路を捉えられ
るような対話を重ね、学びと進路の両面から生徒の成長
を支えていきたいと考えています。

ＩＢ校で過ごしたなかで、
特に心に残っていることは？

　ＩＢ校での学びの環境で特に印象に残っているのは、
教室空間のつくり方です。これは、大学進学後に実習を
通じてＩＢ校と一般的な日本の学校の両方を経験し、改
めて気づいたことでもあります。ＩＢ校では、教室のレイ
アウトや机・椅子の形状に至るまで、生徒の主体的な学
びや対話を促すような工夫が随所に見られました。ま
た、壁には多言語の新聞やサマーキャンプの案内、生徒
のプロジェクトの成果物などが掲示されており、学びへ
の興味関心を広げる環境が整っていました。ＩＢで学ん
だ当時は当たり前に感じていたこのような環境が、生徒
の探究心や国際的な視野の育成を自然と後押ししてい
たのだと、実習を経て改めて実感しました。

最後に：恵まれた学びの環境への感謝

　ＩＢでの学びを振り返ったとき、私が強く実感したの
は、「学びは決して一人で成り立つものではない」というこ
とです。ＩＢは、多様な視点や問いを大切にし、深く考え
る姿勢を育てるユニークな教育体系だと感じています。
しかし、その多くは私立校やインターナショナルスクール
など、限られた環境で実施されており、学費や家庭の支
援なくして成り立たない一面もあります。だからこそ私
は、こうした学びの機会を得られたことを当然とは思わ
ず、支えてくれた家族や指導してくださった先生方への感
謝の気持ちを忘れずにいたいと考えています。現在はＩＢ
教員として、生徒にも「学べることの尊さ」や「感謝をも
って学ぶ姿勢」の大切さを繰り返し伝えています。学ぶこ
との喜びと責任を胸に、これからも謙虚に、誠実に学び
続けていきたいと思います。
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